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コーネル大学の原子物理

及び固体物理研究所雑感

基礎工学部 長 坂 啓 吾(豊 中2356)

飛 行機 の 中の ア ナ ウ ンス メ ン トで,ニ ュー ヨー ク州 の片 田舎 イサ カに着 くこ とが 知 らされた 頃 か ら,

機 体 が傾 き,窓 か らイサ カ周 辺の 景 色 が 目に入 った。 広 くひろ が った 白い空 間 に小 さ い大 学 町 イサ カが

あっ た。 こ こは,ハ リウ ッ ド以 前の 米 国映 画 の都 で,自 然 美 に め ぐま れ,大 阪 か ら行 った私 には,と て

もす ば ら しい 所 で した。 イサ カの町 の 東北 の 岡 に コー ネル 大学 が あ り,そ の眼 前 に フ ィン ガー湖 の一 つ,

ヵユ ヵ湖 が美 し く光 って いた。

コ ーネ ル大学 の物 理学 科 は 高 エ ネル ー物 理 と固体 物理 か らな っ てい て,ど ら らも,米 国 の大 学 の 中で

は大 きい もの で した 。 この研 究所 の 名 前 は通 称LASSP(LaboratoryofAtomicandSolid

StatePhysics)で,固 体物 理は,CLARKHALLと 言 う名 前 の建 物 の 中に あ りーます。 この 固体

物理 部門 につ い て書 い て 見 る。

1962年 に,米 国政 府 が 作 っ た,MSC(MaterialScienceCenter)は 米 国の10大 学 に 作 ら

れ てい て,そ の 内,3大 学 が 特 に大 き く,そ の 中 で も,コ ー ネル大 学 のMSCは,一 番 大 きい もの だそ

うで す。 建 物 が完 成 した のが,1964年 で,そ の 中 に政 府 の事務 所 が6階 にあ りま す。 実際,研 究所

の基 礎的 な部 門,例 え ば,低 温 セ ンタ ー,工 作セ ンタ ー,結 晶成 長 セ ンタ ー,技 術サ ー ビス セ ンタ ー等

の予 算 の多 くは,MSCか ら出 た様 で し た。 そ し て,こ の研 究所 の 出版物 は このMSCの 番 号 をつ け て,

学 術雑 誌 社 に送 られ て行 くこ と に左 っ てい ま した。

実 際研 究 を や っ てい る内容 を細 部 に亘 っ て,説 明 す る こ とは私 にはで きませ ん が,そ:の 全貌 を知 って

頂 くた め に,こ の研 究所 の研 究の カテ ゴ リー を表 に示す こ とに しま す。 こ こで特 微 的 な こ とは,物 理 学

科 の研 究所 に,工 学 部 の応 用物 理学 科 の 教授 の研 究室 と居 室 を もうけ て,研 究協 力 が進 み やす くな っ て

い る所で す。 工 学 部の教 授 は,C:LARKHA:L丑 の 中の研 究室 とほ とん ど同 じ広 さの研 究室 を 工学

部の 建物 の 中 に持 ち、そ ららで も,研 究 と教 育 をや りなが ら,C:LARK:HAL玉 で も盛 ん に活 躍 し

てい るので す。 物理 の教 授 も各 自の ほ こ る測 定 手 段 で,新 しい物 理 に,・協 力 し て賛 加す る一 方,新 しい

ア イデヤ を 出 し て・新 し い研 究 グル 』プ を 作 っ て,研 究が 進 め られ て行 く様で す。 この研 究の 様子 は表

に示 され ていま す が,こ れ は1973年 頃 の もの です 。

この研 究所 の雰 囲気 作 りと研 究発展 の基 本的 な もの に,セ ミナ ーが あ ります 。 月 曜 日の4時15分 か

ら・-無料 の コー ヒー と ドー ナ ツが 出 て,約2百 名 の人 間 が,そ れ を楽 しん で,4時30分 か ら,6時 頃

ま で の セ ミナ ー に参加 します 。 この セ ミナーは 一般 物 理 ・と物 理 と社 会 との関 連 に 関す る テー マ,例 え

ば ・原 子 力 とそ の周 辺,エ ネル ギー 問題 の未 来 像 と言 った もの で,講 演 者 は,毎 月2回 は,非 常 に 有名

な人 が来 ます 。 例 えば,ジ ・セ ブ ソ ン,江 崎,シ ュ リー フ ァー,リ ー等 々で,そ の人 達 が最 近 の研 究に

つ い て話 をし ます。 ま た,そ の 内 に は・ ベ ー テ と ポー ル両教 授 の エネ ル ギー問 題 についての細 かい 科学 的
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デ ータ によ る未 来 像 が述 べ られ た りしま す 。そ のた め,こ の セ ミナー に遅 く行 くと席 が な く,立 っ て聞

かな くては な らな い し,ーまた,コ ー ヒー と ドー ナ ツ もな くな り'ます。 火 曜 日の 同 じ時 刻 には,固 体 セ ミ

ナー,高 エ ネ ル ギー セ ミナー と化学 物 理 セ ミナ ー等 が平 行 して開 か れ,そ の セ ミナー の講 演 者 には,若

い ペ ル研 究所 の研 究者 等 が来 ま し て,熱 の こ もった 質疑 がか わ され ま した。 これ らの セ ミナ ー は夏 休 み

に入 る と休み にな り,5月25日 頃 か ら9月10日 頃ま では,大 学 院生 の 研 究の 中間報 告 会 が,毎 週 水

曜 日に あ って,研 究所 の メ ンバー は,ほ とん ど,皆 集 っ て,そ の 質疑 に参 加 しーます。

次に,こ の研 究 所 で仕 事 を した 体験 を含 め,私 の いた,Sievers教 授 の研 究室 とその 周 辺 につ い て,

紹 介 いた し ます。 こ こでは,波 長 領域5㎜ ～10μmの 光 を用 い て,即 ち遠 赤 外分 光 を測定 手 段 とし て,

広 く固 体物 理 の研 究 を行 っ てい る。 こ こに は,手 作 りのLamellargratingとM五chelsonのFourier

分 光器 が あ り,こ れ らは,非 常 に使 いや す く,世 界で一 番 明 るい もの の一 つ です 。 ま た,こ の研 究室 で,

1968年 頃ま で に 開発 した,0.3『Kの ゲル マ ニ ウム ボ ロメー ター が あ り,い つ も非 常 に良 い状 態 に保

た れ て います 。 こ れ らを使 って,信 頼 性 の高 い,遠 赤外 分 光 のデ ー ターを 沢 山 出 し てい る。 バー ク レー

時 代 に,テ ィン カム教 授 の 所で や ってい た 磁性 体 コー ネル に来 てか ら初 め た,金 属 の伝 導度,ア ル カ

リハ ライ ド中の不 純 物 と格 子 欠 陥 の問 題,超 伝 導 体,最 近 では,半 金 属や生 体 物理 等,広 く研 究 を行 っ

ていた 。

以前0.3『Kの ゲル マ ニ ュ ムボ ロ メー ター を開 発 した と きで も,低 温の 研 究 室が 持 ってい た,技 術が 利

用 で きた ので あろ うと考 え られ るこ とが,私 の行 って か らで も,あ っ た。 大学 院の学 生 が,1974年

に,0.1『Kの ボ ロ メー ター 用のHeliumDilu七 量onRefrigeratorの ク ライオ ス タッ トを 作 っ てい

た が,失 敗 を重 ね て,さ じ を投 げ た』 そ ん な 時 で も,ボ ロメー タ ーの エ レメ ン トを持 って,低 温 グル ー

プに行 き,そ この 装置 を借 りて,2週 間 程 で,デ ー ター を取 り,国 際学 会 に そ な えた。 こん な事 は,他

の大 学 で は,で きな い か も知れ ま せ ん。 コー ネ ルの低 温 研 究 グル ー プは,3名 の 教授 を持 ら,非 常 に 活

躍 した時 期 が あ った。 そ れ 以後,そ の背 景 で,低 温 グ ル ー プの人 間 の デ ザ イ ンで・ 各 々の 研 究室 の 目的

に合 った ク ライオ ス タ ッ トが 作 られ たの を,多 くの研 究室 で 見た 。 これ らは・ そ の 目的 に合 せ て,低 温

の グ ルー プの人 間 が デ ザ イ ンし て,工 作 セ ンタ ーの人 間 の手 で 作 られ る。 そ の際 ・ 工 作 セ ン ター の人 間

は,何 回 とな く,デ ザ イナ ー の所 に相 談 しに行 き,完 成 させ て行 く・ こ の工 作 セ ン ターの 費 用は ・ 材料

を合 せ て,約100ド ル/日 で す。 こ れ を研 究 費か ら,工 作 セ ン ター に支 払 うこ とに な りま す。 そ し て

工 作 セ ン ターの人 達 は,朝7時5.0分 か ら,夕 方4時 ま で で,歯 医者 に行 った時 は,作 業 時 間 か ら引 い

て計 算 され ま す。

また,実 際 仕事 をす る と きに,便 利 な 所 に・T.0・L・(TechnicalOpera七ion■aboratory)と 言

うサ ー ビス 部門 が あ る。 こ こで は」 試 料 の 切断,成 形,熱 処 理,化 学 薬 品,電 気 メ ッキ,ま た・ 製 図台

とス ライ ド作 り用具,ま た,測 定 装 置 の 特 殊 部品 の 作製 等の 装 置 が置 い てあ って,技 術指 導 とそ の 装置

の 管理 と特 殊 部品 の 製 作に あた って い る,3名 の技 術者 がい る。 そ こ には・ 二台 の ヘ リュ ウ ム リー ク検

出器 が あ り,大 学 院生,教 授,客 員教 授,研 究者 に渡 され て い る鍵 で こ の部 屋は あ き,24時 間 いつ で

も使用 で きる様 に な っ てい る。 そ し て,こ の ヘ リュ ウム リー ク検 出器 が特 に 良 い もの では あ りま せ ん

(写 真1)が,そ れ につ い てい る,手 作 りの付 属 品 が非 常 に 良 く,レ 合～1イ ン チ直 径の各 種 の ゴ ム管

に合 う凸型 の 金具 と,市 販 され てい る,大 部分 の パ イプ に合 う,凹 型 の金具(こ れ は,0一 リン グの ネ
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ジを しめ るだ け で使 用 で きま ず)が 約20種 類程(.写 真2)用 意 され,ま た,大 きな 径の もの に合 せ て,

各 種 類 の0一 リング を持 つ,フ ラン ジ(写 真3)が,数 多 く用意 され て い る。そ の た め,仮 りに リー クの

ない,真 空器 を持 っ て行 き,テ ス トを済 せ るの に,5～10分 間 で全 ての テス トを終 る こ とが で きます 。

そ の他,年 中無 休で 朝9時 か ら夜12時 ま で,開 い て い る図 書 館,24時 間使 用で きる工 作 セン ター,

506の 容 器 に 用意 され た 液体 ヘ リウ ムが,5～10本 程 い つ も入 れ て あ って,24時 間,持 出し 可態

な 状況等,研 究 の ス ピー ドに ブ レー キ をかけ る ものは,サ ー ビス 設 施 には ない 様 な感 じを受 け ま した。

葉**********低 温 セ ン タ ー 吹 田 分 室 利 用 委 員 会 の 報 告*********薫
**

晶 時 ・50年12月13日(土)午 後 塒30分 ～3時 蒙

葉場 所:工 学部中会議室 奈

{.、 灘 分_____。 齢{
葉2・ 業務報告として,過 去1年 の寒剤供給状況がグラフで説明され・現在の供給態勢でピーク職

葉 にはほぼ能カー杯になっていることが報告された。また液体ヘ リウムの備蓄態勢の確立,液 体叢
*窒 素の供給速度の向上等の改善が説明された。低温技爾担淡,図 書の貸出し,部 品供給,器 具*

叢 貸出しについても簾 的に行。ていることカ・報告された。 葉

葉3.5・ 履 予算について遭 中分室との予算の分割方鵬 が翻 され,具 体的敏 出項 目が訴

毒 明さ縦.特 鵬 鞭 より一 ・ウ・液化機の能力向上を目的とした予算の如 が計画されたζ葉

葉 とが翻 された.支 出卿 では高圧ガス取締灘 もとつ く検査編 の充実が取上げられている壽

蒙 へ 来鞭 要求の概簸 求について,犬 碓 温セ。ター長より一 、月26嘲 催の低温セン嬉

葉 一運営委 員会の雰囲気が伝えられた。 ・ 叢

葉5.現 有の共同利骸 験設備の鮪 旨 利用状況が報告され渓 験設備の拡大について討論され藩
**

*************************************************************
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